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歯
内
療
法
は
日
々
の
診
療

で
も
難
し
い
と
考
え
る
先
生

が
多
い
と
感
じ
ら
れ
る
。
牛

島
氏
は
、「
歯
内
療
法
の
ゴ

ー
ル
は
根
充
で
は
な
く
、
そ

の
後
の
経
時
変
化
で
判
断
す

る
」
と
述
べ
、
多
数
の
症
例

写
真
を
用
い
て
説
明
。
10
年

以
上
に
わ
た
る
エ
ッ
ク
ス
線

写
真
も
示
し
た
。

　

根
管
形
成
で
は
出
来
る
だ

け
削
除
量
は
少
な
く
、
消
毒

はNaClO

とH
2O
2

に
よ
る
。

根
管
内
へ
の
貼
薬
は
行
わ
な

い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
根
充

に
関
し
て
は
「OverFilling

で
も
か
ま
わ
な
い
が
、
死
腔

を
作
ら
な
い
こ
と
が
重
要
で

あ
る
」
と
力
説
。
根
尖
孔
外

に
出
た
材
料
は
、
感
染
が
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
根
充
が

緊
密
で
根
尖
封
鎖
が
出
来
て

い
れ
ば
治
癒
に
向
か
う
と
説

明
し
た
。

　

折
れ
たFile

は
超
音
波
ス

ケ
ー
ラ
ー
を
利
用
す
る
こ
と

で
取
れ
や
す
く
な
る
、
把
持

で
き
る
場
合
は
イ
ン
ス
ツ
ル

メ
ン
ト
を
振
動
さ
せ
る
こ
と

で
除
去
し
や
す
く
な
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。

　

再
根
管
治
療
で
症
状
が
軽

減
し
な
い
場
合
はCa (OH )2

製
剤
で
仮
根
充
を
し
て
３
〜

６
カ
月
経
過
観
察
後
、
根
充

を
行
う
。
根
未
完
成
歯
の
場

合
は
無
麻
酔
下
で
残
存
歯
髄

の
保
存
に
努
め
る
。NaClO

で
消
毒
洗
浄
を
行
い
、

Ca (OH )2

で
根
充
、
経
過
観

察
を
行
う
と
強
調
し
た
。

　

最
後
に
、
安
易
に
抜
髄
を

行
わ
な
い
、
治
療
す
る
場
合

は
基
本
に
忠
実
に
行
う
こ
と

が
大
切
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

 

（
東
住
吉
区
・
森
啓
）

口
と
歯
に
関
す
る
保
健
・
医

療
・
福
祉
を
提
供
で
き
る
地

域
に
密
着
し
た
役
割
の
で
き

る
能
力
が
求
め
ら
れ
る
」
と

強
調
。
高
齢
者
の
心
身
の
特

性
を
十
分
知
る
た
め
に
、
①

老
化
に
よ
る
影
響
②
全
身
疾

患
の
把
握
③
偶
発
症
に
対
す

し
た
治
療
技
術
の
開
発
―
―

を
描
い
て
い
る
。
近
い
将

来
、
開
業
歯
科
医
院
で
ｉ
Ｐ

Ｓ
細
胞
の
技
術
を
利
用
し
て

治
療
す
る
日
が
訪
れ
る
の
で

は
な
い
か
。

　

歯
科
医
療
を
取
り
巻
く
現

状
は
厳
し
い
が
、
未
来
は
決

し
て
暗
く
な
い
。
歯
科
で
は

今
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
を
活

用
し
た
「
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ン

テ
ィ
ス
ト
」
と
呼
ば
れ
る
治

療
技
術
の
発
展
・
普
及
が
著

し
い
。
一
方
で
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細

胞
を
利
用
し
た
再
生
医
学
が

急
速
に
進
歩
し
て
い
る
。
こ

の
二
つ
の
夢
の
あ
る
治
療
が

目
の
前
に
迫
っ
て
い
る
。
時

代
の
流
れ
が
今
後
の
歯
科
業

界
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら

す
と
考
え
て
い
る
。

は
高
い
。
そ
こ
で
、
私
た
ち

が
研
究
を
進
め
て
い
る
の
は

ｉ
Ｐ
Ｓ
由
来
の
骨
補
填
剤
の

開
発
だ
。
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
無

限
の
増
殖
性
を
利
用
し
、
骨

基
質
を
産
生
。
腫
瘍
化
を
防

ぐ
た
め
に
不
活
化
し
、
骨
補

填
剤
と
し
て
使
用
す
る
と
い

う
技
術
だ
。
人
工
補
填
剤
で

は
な
い
た
め
骨
置
換
し
や
す

い
だ
け
で
な
く
、
安
価
・
安

全
で
効
率
的
に
骨
再
生
で
き

る
。歯

科
の
未
来

　

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
用
い
た
今

後
の
骨
再
生
戦
略
と
し
て

は
、
①
開
業
医
へ
の
不
活
化

ｉ
Ｐ
Ｓ
骨
補
填
製
剤
の
普
及

②
特
定
機
能
病
院
な
ど
で
の

生
き
た
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
活
用

期
待
さ
れ
て
い
る
。
患
者
の

体
質
の
違
い
を
考
慮
し
た
新

た
な
歯
科
医
療
技
術
の
開
発

に
も
有
用
な
ツ
ー
ル
と
な
る

可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

骨
補
填
剤
に

　

構
造
が
複
雑
な
歯
の
再
生

は
ま
だ
遠
い
が
、
動
物
モ
デ

ル
で
は
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
使
っ

て
骨
の
再
生
を
促
す
こ
と
が

可
能
に
な
っ
た
。
歯
科
で
は

従
来
か
ら
顎
底
吸
収
を
起
こ

し
た
患
者
へ
の
補
綴
治
療
が

課
題
だ
。
こ
の
骨
再
生
技
術

を
応
用
す
れ
ば
、
以
前
は
治

療
で
き
な
か
っ
た
患
者
へ
の

補
綴
が
可
能
と
な
る
だ
ろ

う
。

　

と
は
い
え
、
現
状
で
は
開

業
医
へ
の
普
及
の
ハ
ー
ド
ル

で
は
、
歯
肉
か
ら
質
の
高
い

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
作
製
で
き
る

こ
と
を
発
見
し
た
。
歯
肉
由

来
の
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
は
皮
膚
由

来
の
も
の
と
比
べ
て
作
製
ス

ピ
ー
ド
が
速
い
と
い
う
利
点

が
あ
る
。
し
か
も
、
特
定
の

薬
剤
を
使
用
す
る
こ
と
で
、

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
欠
点
だ
っ
た

腫
瘍
化
を
抑
制
す
る
方
法
を

見
つ
け
た
。

　

歯
肉
由
来
の
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

は
、
将
来
的
に
は
歯
や
唾
液

腺
な
ど
様
ざ
ま
な
組
織
・
臓

器
の
再
生
医
療
へ
の
応
用
が

　

再
生
医
療
と
は
、
人
間
の

体
の
一
部
に
で
き
た
欠
損
を

自
分
の
細
胞
（
自
然
治
癒

力
）
で
元
通
り
に
す
る
治
療

の
総
称
で
あ
る
。
ｉ
Ｐ
Ｓ
細

胞
の
登
場
で
、
患
者
の
細
胞

か
ら
万
能
細
胞
を
作
り
、
治

療
に
応
用
す
る
技
術
に
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

歯
肉
の
利
点

　

私
た
ち
の
研
究
グ
ル
ー
プ

　

社
保
研
究
部
は
在
宅
療
養

支
援
歯
科
診
療
所
の
施
設
基

準
に
係
る
研
修
会
を
５
月
23

日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
い

た
。「
か
か
り
つ
け
歯
科
医

と
し
て
の
口
腔
機
能
向
上
支

援
」
と
題
し
て
、
高
橋
一
也

氏
（
大
阪
歯
科
大
学
高
齢
者

歯
科
学
講
座
准
教
授
）
が
講

演
し
た
。参
加
は
１
１
２
人
。

　

高
橋
氏
は
冒
頭
、「
こ
れ

か
ら
の
歯
科
治
療
は
患
者
の

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
沿
っ
て

る
緊
急
対
応
処
置
―
―
な
ど

を
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
と
説
明
し
た
。

　

ま
た
、
厚
労
省
が
進
め
る

地
域
支
援
事
業
と
予
防
給
付

を
紹
介
し
、「
口
腔
機
能
の

向
上
支
援
に
ど
の
よ
う
に
取

り
組
む
か
」
と
問
題
提
起
し

た
。
同
氏
は
、
在
宅
医
療
の

現
場
に
入
り
、
他
職
種
と
の

連
携
を
取
り
な
が
ら
適
切
な

診
断
と
口
腔
機
能
の
評
価
を

行
う
と
共
に
、
摂
食
嚥
下
障

害
、
誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
に

取
り
組
む
こ
と
を
指
摘
。
高

齢
者
の
日
常
生
活
に
お
け
る

一
番
の
関
心
事
で
あ
る
食
事

問
題
に
し
っ
か
り
対
応
す
る

能
力
が
必
要
と
述
べ
た
。

　

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
訪
問

診
療
を
行
お
う
と
考
え
る
先

生
方
に
対
し
て
は
、
ま
ず
は

診
療
室
で
の
通
院
患
者
の
状

況
を
見
落
と
さ
な
い
こ
と
、

チ
ェ
ア
上
で
の
間
接
訓
練
を

十
分
行
っ
て
か
ら
訪
問
先
で

の
介
護
予
防
、
摂
食
機
能
療

法
の
実
践
に
取
り
組
む
必
要

性
を
説
い
た
。

 

（
住
之
江
区
・
吉
田
裕
志
）

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
由
来
の
骨
補
填
製

剤
の
研
究
に
つ
い
て
語
る
江
草

宏
氏
＝
５
月
24
日
、
大
阪
市
内

感染根管治療を考える
東
北
大
学
大
学
院

歯
学
研
究
科
教
授 

江
草
宏
氏
「
開
業
医
へ
の
普
及
も
可
能
」

牛島進氏が講演ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
で
骨
再
生
へ

「歯内療法は経時変化で判
断を」と語る牛島進氏　　
＝５月17日、Ｍ＆Ｄホール

在宅療養支援歯科診療所の施設基
準の届出に対応した研修会＝５月
23日、Ｍ＆Ｄホール　　　　　　

施設基準の研修会開く

新規・増口申し込み受け付け中

在
宅
療
養
支
援
歯
科
診
療
所

５
月
度
生
涯

研 

修 

講 

座

第 52 回 定 期
総会記念講演

　

協
会
が
５
月
24
日
に
大
阪
市
内
で
開
い
た
第
52
回
定
期

総
会
で
、
世
界
で
初
め
て
歯
肉
か
ら
人
工
多
能
性
幹
細
胞

（
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
）
を
作
製
し
た
江
草
宏
氏
（
東
北
大
学
大

学
院
歯
学
研
究
科
教
授
）
が
「
再
生
歯
学
の
最
先
端
〜
ｉ

Ｐ
Ｓ
細
胞
が
可
能
に
す
る
歯
科
医
療
と
は
」
と
題
し
て
記

念
講
演
し
た
。
要
旨
は
次
の
通
り
。 

（
新
聞
部
）

　

臨
床
・
学
術
部
は
、
福
岡
市
の
歯
科
医
師
・
牛
島
進
氏

を
講
師
に
生
涯
研
修
講
座
「
難
治
性
の
感
染
根
管
治
療
を

考
え
る
」
を
５
月
17
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
い
た
。
会

場
い
っ
ぱ
い
の
１
２
４
人
が
詰
め
か
け
た
。

お問い合わせは共済部（06-6568-7438）まで

〈月　払〉１口１万円・通算30口まで
〈一時払〉１口50万円・毎回40口まで
※加入は満74歳までの会員
月払増口・一時払は満79歳まで

自在性に富んだ会員のための年金制度
①急な出費・生活設計にあわせて１口単位で解約できます
② 払い込みが困難な時は「中断」、余裕ができれば「再開」
できます
③加入５年以上でお好きな時から年金受給できます
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予定利率
　 1．259％
（2014年10月１日現在）


